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5 　 新 生 児 外 科 の 現 況 と 今 後 の 課 題
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は じ め に

新生児医療は小児医学の 中で も近年大きな進歩

を遂げて い る が, 新生兜外科領域での 進歩や変遷

に 関 して は詳 しく検討されて い ない . 新生児管理

の 進歩に伴い 新生児外科症例 の治療成績が 向上さ

れて い るの か , それを阻むような新た な課題 がで

て きて い るの か , 過去の デ
ー タか らどの ような今

後の傾向が予測され何をなすべ きなの か, 我 々 の

課題 は多い .

日本小 児外科学会で は 19 6 4 年か らほ ぼ 5 年毎

に新生児外科全国ア ン ケ
ー ト調査 を行い , 本邦の

新 生兜外科症例 の 推移を検討 し て き た
1)

. 昨年

2 00 3 年度 の 症例が集計され, ほぼ 4 0 年間の 推移

を検討する こ とが でき る
2)

. 今回は, こ の 全国集

計より本邦における新生児外科の現況を検討する

とと もに, 新潟県の 推移に関 して も過去3 0 年間

の 自験新生児外科症例をもと に検討した.
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全国の 現況

日本小児外科学会は 1 9 64 年に 開設 され , その

翌年に は 1 9 64 年度 の 新生児外科症例の 全国統計

が とられ
,
それ以後ほぼ 5 年毎にア ン ケ ー

トが実

施され, 2 003 年度の統計で 第9 回 目となる .
この

約 40 年間に出生数は 19 73 年を境と して 毎年減少

傾向を続 け, 出生数 は 1 96 4 年を 10 0 と した場合

1 97 3 年が最大で 11 8 .2 で
, 以後漸減 し 2 0 03 年は

6 5 .3 と な っ て い る . 最 も増加 した 1 97 3 年と比 べ

ると 2 003 年はほ ぼ半分で ある .

一

方, 新生児外科

症例 (新生 児期 に入院加療をう けた新生児症例)

は , 統計を取る た び に増加 を続け 1 9 6 4 年を 1 0 0

と した場合2 0 03 年は 56 0 . 3 と 5 倍以上 に増えて

い る . 出生数 の低下に も拘らず新生児外科症例数

が増加して い る事は , 単に症例数 が増加 して い る

とい う こ とで は なく , 多くの 病院に分散 し治療さ

れて い た症例が 専門施設 に集中 して きた結果と考

えられる . ちなみ に 2 0 03 年の 出生数 は約 1 12 万

人 で , 集計され た新生児症例数 は 3 7 09 人 で , 料

3 0 0 人の 新生児が 生まれる と 1 人の 新生児外科疾

患症 が発生 して い る計算となる. 3 709 例の うち心

臓や泌尿器疾患 を除い た小児外科疾患 は 2 7 12 例

で
,
その 割合は約 4 00 の 出生 に た い して 1 例の頻

度で ある .

手術成績の変遷は, 外科手術を受けた症例の死

亡率で み た場合, 1 9 68 年は 3 2 % と今か らは考え

られない 高率で あ っ た が , 経年的に減少を続 け今

回の ア ン ケ ー トで初め て 9 % と 1 桁の死亡率に低

下 した . 新生児外科症例の 外科治療と周術期管理

が着実 に進歩 して い る結果と考えられる. 近年の

大きな特徴は低出生体重児の増加で あ るが , そ の

割合は 19 73 年の 1 9 % か ら 20 03 年で は 33 % に増

加 し て い る . しか し
, 低出生体重児の死 亡率 は

19 73 年の 5 1 % か ら, 2 0 03 年に は 1 6 % と減少 し

て い る .

疾患別 に死亡率を検討 した場合, 2 003 年度の統

計で直腸Et 門奇形 3 .3 %
, 腸閉鏡 3 .8 % , 食道閉鏡

1 2 . 3 % , 勝帯 ヘ ル ニ ア 1 7 .1 % , 横隔膜 ヘ ル ニ ア

2 5 .4 % とそれぞれ低下傾向を示 した が, 唯
一 増加

し た の は消化管穿孔で前回が 21 . 6 % で あ っ た の

が今回 3 1 .6 % に増加 して い た . 消化管穿孔で の死

亡例は全例低出生体重児で , この 疾患の動向が今

後の 注意点と考えられ た .

新潟市の現況

新潟大学医学部に小兜外科の 研究班 が できた の

が 19 69 年で , 今回は 1 97 4 - 2 003 年まで の 3 0 年

間を検討 した . 10 年毎の 3 期 (前期 1 974
-

19 83

午, 中期 19 8 4 - 19 93 年, 後期 1 9 94 - 2 00 3 年)

に分 けた場合, 新生 児外科症例数 は前期 が 29 9 例,

中期が 2 88 例 , 後期が 1 86 例で , 1 988 年より新設

された新潟市民病院小児外科で の症例数を追加す

ると, 中期 が 39 0 例, 後期が 3 87 例で , 過去 20 年

間で症例数に大きな変動 はなか っ た .

自験例における新生 児外科症例の 死亡率は , 前

期 1 4 .0 % , 中期 10 .1 % , 後期 9 .7 % と全国ア ン ケ
ー

トと同様に経年的減少傾向を示 した .

一

方, 低

出生体重児の占め る割合も, 全 国ア ン ケ
ー トと同

様 に , 前期が 2 0 . 1 %
, 中期が 2 8 . 5 % , 後期が

34 .4 % と経年的に増加 して い たが, その 死亡率は

前期 か ら中期 に か けて は 3 1 . 7 % か ら 1 5 .0 % と減

少 した もの の , 後期で 22 .6 % と再上昇し全国ア ン

ケ
ー

トと は異なる結果であ っ た . その要因を検索

する ため に, 低出生 体重 児を A 群 : 15 0 0 ≦体重

( B W ) < 2 5 0 0 , B 群 : 1 0 0 0 ≦ B W < 1 5 0 0 , C

群 : B W < 1 0 00 に分類 した場合, 前期は 93 . 3 %

が A 群で , B , C 群はそれぞれ 5 .0 % と 1 .7 % で あ

っ た . 中期で は A 群が 7 5 .0 % で B 群が 1 6 .3 % , C

群が 8 .8 % と B
,
C 群 が増加 し, 更に後期 で は A

群が 74 .2 % , B 群が 11 .3 % , C 群が 14 .5 % と C

群 の割合が増加 して い た .

一

方, 低出生体重児の

体重 別死 亡 率 は , A 群 が 前 期 2 8 . 6 % か ら中期

8 .3 % と低下 した もの の , 後期で 23 .9 % と再上昇

して い た .

一

方, B , C 群合わせ た死亡率は前期の

75 .0 % か ら, 中期で 35 .0 % , 後期で は 18 .8 % と経

年的に低下 して い た . なぜ B
,
C 群よりも体重 の

重く リ ス ク が軽 い と考 えられ る A 群 で死 亡率が

高くな っ て い るか に関 して , 死亡例 の な か で心奇

形合併 率を検討す る と , 低 出生体重 児全体 で は ,

前期 10 .5 %
, 中期 1 4 .3 % , 後期 6 0 .0 % と後期で
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著明に 増加 し, 特に A 群で 後期死亡例の 5 8 .3 %

が心奇形を合併し, 前期 (1 2 .5 % ) , 中期 (1 6 . 7 % )

と比 べ 際立 っ た特徴を示 し, A 群で死亡率が高い

原因と考えられた .

新生児外科症例全体 の 消化管穿孔の発生率は前

期 5 .0 %
, 中期 5 .2 % , 後期 3 .8 % と経年的増加を

認 めなか っ た が, 低出生体重児に おける発生率は

前期2 6 .7 % , 中期 60 .0 % , 後期 85 .7 % と増加 し

て い た .

一 方消化管穿孔による死亡率は新生児全

体で は前期 40 .0 % , 中期 3 3 .3 % , 後期 1 4 .3 % と

経 年 的 に 低 下 し , 低 出生 体 重 児群 で も 前 期

7 5 .0 % , 中期 5 5 .6 % , 後期 1 6 .7 % と低下 し, 全国

ア ン ケ
ー

ト の ように増加 は して い なか っ た .

今後の課題

近年の新生児医療の進歩に伴 い , 新生児外科症

例の治療成績も確実に向上 して きて い るが , 最近

の傾向と して低出生体重児の増加傾向が認め られ

た . 全 国ア ン ケ ー トで は低出生体重児の消化管穿

孔に おける死亡率の 増加 が認め られた が, 自験例

の検討で は心奇形合併率が低出生体重児の死亡因

とな っ て い た .

新生 児医療は進歩 して い る もの の 低出生体重児

や心奇形合併率の 増加など, ハ イリ ス ク症例の 増

加 が今後予想され, それ に対する治療方針の確立

が今後の課題と考えられた .
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司会 ( 内山) ありがとうござい ま した. 先生 の教室

で も大学の N I C U で も ハ イ リ ス クの手術をされて る方

が多く入院されて い る, ある い は極小未熟児が多か っ た

りで大変だと思い ます. 山崎先生何か コ メ ン トございま

せ んか ?

山崎 私も発表の とき少し出して もらい ま したが, 確

か に小さい 子供は手術がうまく言っ て もその後の 管理

がなか なか大変とい うの が増えて い ると思い ます.

司会 (窪田) 今年の新生児学会で も極低出生体重

兜の 長期予後と言うの がセ ッ シ ョ ン に ありま したが, や

はりI Q が低い方 が多い とか い うこ とが問題に な っ て お

りま した.

それで は時間もありませ んの で, 最後の セ ッ シ ョ ン に

なりますが, 『新生兜医療の展望』 と いう ことで新潟市

民病院の 新生児科の 山崎先生お願 い します.
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